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ハウスウニアーの成り立ってし、る］凰由は何であ

立地褐

ハウスウ

の一つに数え

の祖］外由場のみts:らず， ［『］内市場ての］且し、あげに而し

11 人口と産業構造

り）人「I(. いL3,:-265人て，

此べて 8:'38人，ご.0%の増加てあった

白 ：こ次＼，ヽて10香日の都市である. 1970年に

39. 92 kn召，人1二1性直 (1975) 1 km2 〗jfこり L083. 8 

を示してし、る．人口集中地図 (Dl D)に限れ

3.2km2 o)占缶化地区（由域の8.or10) に 21,825人，全人口の50.411<)がf::l:み， DID地区）¥I口l

6,820人二，；上しており，大都由並みの凸密度都占てある

覆府の由域：こ喚／りし亡1920:;F・, 第 1ml¥1]勢闊査II『0)人口は18,34旦人て， 55:;「間約半I且：紀II出こ人口は

2.4召砂許し之 1口］じ期間に県仝休の人 1・］は 178万人から 239万人へ 1.3倍培てあったのに比べると，

の人Dの急見;1ぶりがわかる． ちなみに， 1920年の燕lf!Jは， 913 I巳悶， 4,685人， 1担；iり当たり
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1., 農日I『)大鳳模崖伯地域に立J也した凸密度口［＾〗 a文部『いと＼，ヽうのが， 人口からみた燕由の特色と＼ヽ

える．総人「l-13,265人のうち， 67.8%は燕地区に］じんてぢり，事瓜り『となると， 1,922のうち75.9% 

I • 中ノ「IJ 11両）IIの川中，！：！；にある井戸巻部落を介mし
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の十物系且合を始め，

の間州を通さ

し」

、プ
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ち
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11 OJ/文んらんiこ

として

ろ臼人， 古鎌をitめて姐るn月）いこ！いとり『しくドT!Lする

しえたと匂えられる

の」1;'i1大と

〉工う iこitってから本格化しこしかし，

虞さ九てしこ．出土の出甘鋼（イス

すべて間州の

もち）：他の釘lf改

の

のり、;Hヵさ}

カ

さ

り）!llJと

してき

どかつ

占め

によって，

価,JI丁げが

主、,rtーし);‘ ヽ，さ

じ塁小',i;:ljりからすぐ釘を応ることがてきるよう｛こ匁った 1883年 (IJJJ沿16)1こ63,909樽の

入さ、h, 1897り（り］沿30): こ(Jその 5倍， 1909年（リ］沿-12) tこは 8陪と愉入」］がj許加しこ ： r心」の

叫!iii格が文く，頭にすべり止め，かあり， YJち込みに山ること出立く，員いこギザキ'-¥王があって抜けにく

く，和釘にとって伏るようこばり，

2. jfi (やすり）

和釘のあとをり 1き嶺1慮し可こ鯰品には，銅＇忍， キ七 Jレ，

せ主ら九ることに紅った

などがあったが，炉応 とっては

ふさわしい製晶であった (1736,...._,1740)燕町殻Illいこ住んて＼，ヽ jこ
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会津から

鍛冶であっにとしサっ；｝じて ＼ヽる

1sn11r・ (IJJJ ? ・(:;44)')こ III~ 」、1 、1、 1、 J11 

貨 ， 越悛迅~;こ燕 O)j訊の分業 ~I』 が紹介されてし、る ·

から厳格：こ分業が行なわれてし、て，地食鍛冶12戸，

鍛冶 300戸， 一戸i言ーI乙J匂3)¥.oー）貨1<fi'l『；し力‘；し、るとして約「人はどの1:-1L)」i設冶がし、て， 別：こ））し付緞冶18戸，

以上仄ICこの内Tl]の鍛冶がある．

説元があ るで匁 し，戸々別ノ、，iこ作り廿1Iず

日切緞沿て 1年『1¥か 150ITJ, 

その布 しさは一通 りではし、

＼ヽ．正に人道ilU)(』である

釘の地全

の間圧が， 内エ文者の霰喜こ：ーU;Jこ1','いこ応じたこ「:nを支払＼し、9

て＼， 、た ． やぶて一つのエらの 1t1 で一』＇［して製造さ、Jしる 工場~,』家 1人］工〗こらみら｝しるよう ；こ なった ．
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:lニ9,f 
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製止1m始11、!『期はばっきり してし、なし、が，

六木奇且，

た

た

ー/i
 

(;]:、虚1刈祝

人文地迎学研究

って きた］『氏人（氏名不irf)に合2んで始めたとしサっ九る．

太IT1斎IL

銅

他は，支田，

：こするノく ンゴシ

i};lllJ斎1」_i芯ど、 0)[:;J 

の脩：保，

総f-j-29州，

祖¥1圧 l, 1中il!J1であっ た．

ー
・
r

ー
~

賛

｝ゾ

伝換して行った

カ:始まりとし、9 〉

製（『さ且る』、う になった

l」XJ『1且nしから杉村梵人冠を招＼ 、て訓［乳灯会をIJ!Jし、た

これが注文li支り 1は12戸0)拿物裔がやるが，

叫 31月か ら

i訂})↓~ 0) 虻ii: (ウラ）

乏こi外ためたか「1切緞沿のrl1 か ら一•人 jこにも徴仄検府に合格する者がな

手:I l'ilい（エ賃）

地区別て'(ヽ;l:中太i:134'.2,

胤げ）［後の汀＇．：釘の州蘭ノ＼しこよっ て『［き

r ノ 、リプ）．、ネ守-~

の地金製・作

間としての 皐11 をつ くり， ~llIL の系］！東と及佑 の鰊);印こ!JJJ;んて＼＼

、ンなど（こ）IJ ¥.、るハリガネや板全；と製辺 した

一つげ、 花 •瓶 ， 水芥，
，
 

ー
）
~
 砂乳

勿
‘
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文化年間 (1804~ 1814), 

の

燕の戸数 889戸，

甘ljり怠I支rt,( J也 :'.iz~と~,,;; 0,) 1各如'.加こ削る） 22戸，

0)1011閉`まて こつこつと但） ＜

て板金を快んて之へ手を）氏は して 1」を切る のたから，

るのに何の

闊〔料から製贔＼の1:し］にじ｝；分業が成 り立っ

1月）：ピカ らヽ材料をfjI五介さ，｝してし、たキーヒル!ff伐人（、主，

、/1との間四て．）

!Iノ',::刀,11, ・1『;;l!IJll, :Il文：J乏10, +;1しlllJ9, 

しかし仝律閉［松の策北蚊人の罰c:1::」）三山亀に『［し、占められて出吹 した

まった釘鍛沿の一;，11;は，

て、あった． 近郷）」~悶 1 」;・;:i; 

鳳から銅に転換した
吐;(_ごく

う此拭具（千石

まず手がけたの

仄し易そ）全・1艮]ヽLのグ

しか し，

入によって和釘が汗瓜f(こよってA¥Iいをさ九たと同甘孔こ，

これ もアメリカから のアタンを仲ばす拉‘；上の羞

たちま ちハリカネヤも吹滅し，銅悩製作へと百

石炉，床飾礼hなどの エ弧と丈川を誼ねたものてあり，

風 ［~冒ら食だら＼、）銅鍋などの純丈）1~1 品 であった

虚lril:ぷ•メーカー の1=!rでi、]・一 三にJIU化が現在ても」＇はも大 きく， その鎚起銅堺 （」［出し）

（リ］不II5) 伯l亡↑ より！］奏4こと＼，ヽう Ii設人が来燕し，褥り尺(IL原糾`＿），

灰;広ら し製凸へ豆）誌業名も多かっ亡

乳fiJ!r{:{'クこj'、I.'へ、り） i 位、 ~!S(t 188:2イI'・ (ヽiJJh(:,15)ぽ［まてに終 り，

中）王平左屑汀『」はもとノコギ リ

I付360戸は鍛冶，

1906 

入し、． 材料支芹合者 として

(IJJJ di'39) 糸ar~l1; :;1j'f. され

」こ:.lilT5, J籐之1H12, 青

1J1り汀打（大原姓）

1戦人を招致 して製品に1各役の進歩を見るに至った と＼ヽう

仙方文明叫化にとも なっ て敦育が許及すると，文具である矢立か利用されるようになって，

！よ―-I!、~- 」［）」矢 ：立鉗む直予が：300 iii『を数えた

梵人冠の

不「FlニY.:
心諏と北：l:J 

あるでなし，製造の

餃ら［［金の多い

各‘・ヤ筍にII

の[I」来は，

矢立と並んて真鍮櫛）

「I切り

1768年

などに位を伝えたの

王）II位：家初代虹兵術の時に奥州から優れた拉術，ともった

、，
ヽ

，
 

,fJ t

吹
臼

9
プ
A

／
こ
，

／し、`

こ

）

叫治期を迎じて燕の主炭工業は銅悩 ・矢
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守
i

の製作で， 1 --1, -
-./ 1-・

文
、
[ （アラトウ）「t1本 (3貫 500匁~sni-1 

4~JO kg) あり， 1J11いらスケコと

、ヽ,.:,:;)) 11・11 1ノ IIJll 万）カヽ，

8 I f • -((.- } ---r. 7 亡 1 —---- -~1-.-·, ! ;・; -, 1-t /1ヽ］！！こ -・1-:---'. た、~・: ―行） 11r・, 

つ -),t~- • て，介銅平10~12% 0)旦

つにI''」・.
、ケ；）；（］） しfこのが初めと

、も| , rJ l/'i]50 Iヽ LUしfこと＼，ヽう

ら

て， 1701年

されており， 191:Z~1915 什'. (大『[l~4) 

叫ifi'II り［））から ~Tl乳叶／いら‘じは東し］こ カラシ虚l叶 （こ］、クンを 1

罰さ，八次郎どん，

こ九から

負って び，

{—

-JJ 

ヽ

-b̀
 

i
 

(in got)'. ;;:、 20〉〈;30 cm, 厚さ：［ド贔て 2cm, 1! 改て 5cm位の大きさて， ぎ

＼
 

ム

fJ
ずるようこ左っこ．

1月iiI I I Ji)] L、』1;各，崖li,J(J) 

！］●、:::.砂）ー

っ
L
,
5
 

仝のi111 

って少し、でi'il'.Iiし fこことらあ

り））＼
~、 J-
lし：っ

どん， ~2次

リ冒、さ八：がら」［

ばどヵ；つくられた，麿IITJ岱の切め

主づこと＼サっ．｝して＼ヽ／＇）

ビ訓戚I〗]

,), し， 狙りJYo) ibiととけこ久こ． ―二J¥j尼

-7、ド予 1)ア）j[汀

且りIi糾］らu、fi1・,':j弟石 Jj: I I J:ffを見りし， iヽ1

七て仝因＇匁昌：りは力¥) i',、;j判乃］＇、 f・l'.j11~\ の(『 I応こ当らせた．

包数，こり）ぼり， 1901介今；こ

乃り， EHOイ1・1こ：

しかし， 叫

ば1909年（叫

ご阪石物0)銅

忍し）

J ;]> Vっ

ふn
しつ

さ匁ど：こ Jってつくらいか仇らとその名の通り

して

:'.::: こ11¥ ,1;;1, して

5. フォーク。スプーン・ナイフ

恰千人とし

し］こ. 1923年（大11:12) un; 頼瓢LI

O) Hか）

ii I』';,{ 1二 111jと

11 

，大宣（木

(1818~ 1828), ―j、:: J 11 

11 

(1891汀尻；， 63オ）のイいこ1873イ「国］沿 6) オ

(1922イドタ1.,70オ・) '. 主1890{「,

卯lバヽ 正し具の）彫合nms 名と ~t びに

えるほど盛ん［こなっこその餃アルミニウム

の和釘叫叫冶Jl)jfこ入って汀釘の鮒人｛こ」：って

どの製応へ伍朕し亡

に，琺rn11製やアルミ製がとって伏り，

るごげて心く，糾1~鳳の直f!ill絨人や刀や柏0)

ばオオfl, 予f{i)'一＇ ［じ半勿， :I―j也i:tと‘‘

J
o
 

とi、'『月の間をする）訓笠iて応った．

ら

吋し

え，大］［に入ら

-!-~~, l 
！よ<::>こ，

くらせて，

して＼、］こ. 1911年（［リ］

らけのものて，

と此ってからは，

り）胄丈臼｝始の功（こ対してりln'i-i務省」：り

さ九てし、る

なって出る胄出し、た

；しあり，

0) 

応り，銅~{!場

泊し亡 の1j1(こ

0) 

されて没

こう

としての銅沿

i
D
 

タバコがライバルとして呪われたりして，わずかに鳳懐具やヤスリが全物の町燕を支えて＼~心

汀＇：ランプの阪五から出発して，汀介岱の愉人阪正なして＼吠こ．

と予くつくって，

4 Y], ―1---Jー~;: の）古］、l
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ふーし

)
＇
J
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、

9
玄）

ま

野 l二l氏

之． 他）J, こ2-1コッノ＜

人文地罰if1リ［元

し， F.l

フォーク・スフーン・ナイフ J)

久二）爪『H:こしん：う 1-;1,うの年七 Jし， 万ンフの全具;ととかした地食と）廿＼、ヽ ， ］本 1

を）IJ¥., ，ヽ

の位術を

がてきるよ〉：こ左っ亡．フォーク

さ；＇しる J::う；こ凡っ fこ

し、fこ？しの

（こ/rり， 1816介：

フ；メークとスプーン：、::てきてら，ナイフ

け／）こげ且！ご凡らす， 二五IIそらわ左＼ノヽ ）『

ナイフ

やオーし、［履1)¥

載札Iノ）

）、、，- I心ヽ
こい—メし，でこ

I汀
勺ヽ

り）

心｀＇とこぶり t~ 『:}JI I□1こで製作して訥入したのか乳国の

てi})

好1(1914) とと応：こ，

してフォーク

↓‘l 
[
9
,
J
 

＇ 代リ
ハ

力 1(,J

でフォークど切り，

間始して＼、た. 1921年， 閃ヵヽ ら10人『r!・び）幻］級の

しこ

0

ふ）

って I:'る の こ そ

とi:S::.っfこ1こぶう， 1; 尻J:l{見））「 [Fl

ってし

改良， 1923{1'・

泊lから に，36人分

てはう立くつくればし、のて，燕の・-;tlC燕物J2t:)はこ；九

でつくってみてく九と｛衣肛［しこ銅糾製『I'

6) こるからKl叫てニ ケルメッ手さ］しるよう：こ心っ fこ

区）

てぎるよ〉，＇こ匁り， 汀→：；、カ ＼ヽ，＼ても j;:J: ,]:、切jし：信し、 と＼~、オっ］したメノこ~＼ー

IIU『、ii

、~し~ti め（トイツ製スプーン-/)¥ 1タ― 7,s r:r:Jso銭iこ対し，

• l:lu11 I j ! J l,)- 、I'-
I .1 i ! !_ ,_・u ¥・ 一

り〉丑:l、fこく州',:;¥ 11-. 介，こよって

仮冗）

臼ご閏ってし

―l□ 場

アメりゾ） 1t1 

し
S
}

¥、＼込み， 1915 

易でもっ亡

/J :; ステンンス以）Ll紅とIJll始し

よってlリ『）））ムし塁．］［＇とつくり， J)万し｝）ハソスウニアーヘO)"Ii贔計］と；；こった

しヵヽ/） 

・, 

~-
，ァ'isし,．4・・ ／̀. さ`

介力＼忙＇［さ！した

しj凸ブレ／、て川］げて◇ くった ーニ

しこ. 1926年：こ（

り） 1 j 1; こ応ってい

しかし，

しiこ

ウ
l

し，

ふ
めった．

ぎ次

ーロッパ人の[!

0万ITJの

よって， l月闘費としてホオノ木 0)以

使って，ハ、フな

ては及はず，

るょこ
9

,

 

し、てあっ亡. 1953年

アメリカ ¥Tl!人］メーカー

よって

る尻い］こよってIi伯鼠沿¥/1帆Lの戦餃史：こ： ;;~ じめてフレーギかかかり，

の直i

ため I/)7吐を残して，

屑`
，
 

「ノ
＇ 

わたる

--,, ~l /<"、).
/~)'--こい—ばっ

出し

でllll苔，四

の抜

し，そ jいこよって）？『のテザートフォークの）~III

1カ）ーH灸， ティースフーンの見本をもとこ

してもナイフ 7い喜：し、• こと

り．）［見］で=・(、こゴ--c;こ1919汀 (}< I「8)

ィ
・
¥
)

ヽ

さ九るこう

招＼、てステ 'J

19□3年の爪

100%アップ／信との

され，

とする1氏価柊

1ダース 1「]20銭），

しし、られ， 1942年

3日［

し， 1946

宕易（こした. 1948年にはアメリカ：軍の注文

1959年から

の戦餃史はアメリ

i)への日木襲諭入J;i/1大に対オ

のために日本輪出位屈汀

550万ダースに自主
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見/;iiずること に左 ったが，アメリプ）以外の1liJ少］開拓に力かy上が，itるとともに，輯:u)且闊の刈象となら

芯し、ハウス ウエアー の仕：.i嶺；り；急｝竹ずることとなった

(j /、ウス ウニアー

炭い）盆）瓜汀':・ft:ぶと 1:lー、ナイフ ・スブーン・フォークのことて，それ以外のステンレス鋼・鉄・黄銅

製(!):岱物と見岬川具を金｝畠ハウスウエアーとし、し、，アルミ製のも の｛主含めなし、，悩物（キッチン＇ウエ

7-)と(,;;.-;~ ノト，ケ、ノ トル ・ポ、 ーノレ ・1111・カッフ'iばとて：，；訊!,JJ開）］］』し（斗:=-'ノ_;_テン＇ツール）と｛、主キッチ

ソ7、ブー・ーン ・亨；； チンフォーク ・ステンレ ス｛且などてある ．拿属ハウスウニア ーも

に介まJしる

り）{i>fit {:'(:'j勾?,;-}

ハウスウエアーの伝統；よ1768ij'.(叫れI5) の鉛起銅料の湯況水；C・化沿.J渦稔ど '.200年以」こ：の長き

にわたってし、るか， ステンレス製ハウスウエアーは，1959年 Cl新製鋼の七｀ンチミアミ ル可動恥似に よ

るステンレ ス鋼［「延以降てある. ? 『ft料か惰Ll:'i説伽lで沈鼎して＼，、たとき に，汀'.:-ft賛ドの情出わくをもら

え芯かっ土）¥. ;+: ;); ノ、ウスウニアー ［川成(1く）に参加し之.1964年しこ LI木愉出キ、ノチンツール工業

祖合 (1966什→に日本輸出 ハウス ノニアー工業組合に改奇11.) が鮎成さ九，工場数・従業旦数とも洋代岱

のほぼl分てあるか，出荷額てv;;ヽ7間に‘立してし‘る． 後カヽ らU¥兄したノ、ウスウニアー｛ま急速に名乍食器

：こ追し、つき， 1工場当りの従業者数は1975:i'「以降11.1人と(□匁器を没陀してしまった．テザインの登

とて――r・エ、 ・地1丘Jfi:.の入る余地ガ、大きく， 1月Htの企地は大き＼，、とし、える

牙侭YJ ,r ) .} ミ :ili'.~I打の汀＇：食；翫とノヽウス ウエアー

:、-',!i~:·,I1,,••~·,'ヽ i,'・ ,rI. -・. j < .t (",:," . t . -.!i相--CJ)'/旦/: 金属ハウスウ エアー製造
・-・ ・-・--・--・・ 一一憂• 一・・--―...一•曇,. ,. 一--・・・つ- --- --- -------

・J: ti19r 匁'(i,'{ 〗、 rt( 1 ,;, 又jiJiヽl!I!) 'j,;:¥'11リ「？：：：、11: fil: 〗ビ ―｛↑委文 1 り

l !170 '.398 5、7:!li)・＼ 14 4人 208 2,452 11 S 

71 41:3 5,949 」Lj4 194 2,350 12 l 

--:',_ •) ,JJ.l ;r ）， 0r--,/J ~ JJ 5 182 :2,473 13 6 

-I ,.. J , ,[05 丘,15-1 l_.:., 'ー）ウI '.21J」L 2,935 1:、39 

l sj'._2!5 sj, ~)89 11. 7 ::?3:、3 2, (11(-i 11. 2 
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W 金属洋食器工業の生産構造
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第 8図 金屈ハウスウエアー出荷額廿i!移
資料：日本帖出ハウスウエアー工業嶺11介．
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第 9図 仕柏］地別金戻ハウスウエアー輸出割合（金頌ベース）

資料：日本愉出ハウスウエアー工業組合．
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輸出業者が外国のバイヤーを伴って来燕し，数坑 ・テザイン・ 伯段 ・魯/1:]J訓などの協議にやっ てきた．

燕の中墜メーカー以上の町・エ褐0)□1二場長くらいになると，数年に 1度は而外を灼って 白らセールスし

たり，テザインなどの情戟を収集して廻り，燕の目 は1工II付より 匡l外に向けられている

v 金属洋食器工業の存在要因

日）汀消費屈を作る特定地域の零糸Ill1?:iこ業集団」である地場産業は， 「l木各地に散在し，その成立阻

由，充心の仕刀 存続迎1:!::1も沢なってし、て）明確な定毅があ るわけではなしヽ．中小企業白書ては地場

産業 とは呼はずに， 産地j産業 とし、う 表現を使ってし、 る． それは， 「同一の立池条件の下で）同一業種

に属する製品を ~I四 し， 市場を広く全国や而外に求めて ， 製贔i を販売している Wt業てあり，中小企業

から1翡成される」ものである．それはまた， 「一定地域に多数の企業が集柏し， 存立晶盤を地域に依

存 し，地域と密接に結びついてし、る産業」てもある

燕 0)詳衣．＇晶工 業は） まさに )};り也此業であり） 俗！こし、うとこ ろの 地場附業の叫！嬰と みる ことができ

る．これらの地域産業の発展衰退の地域に与える影翌班は乳常こ大きく ，1960年代のj¥'.;j度経済成長期に

地方から大都市園へ人口が流出する中て．，屈用の槻会を与え，地域の所得をJ許やし，地域経済の柱と

なってきたと評価されている

中小企業）ー『：丸 これら厖地附業を次の 4つに分類している

1. -伝統門産地」：/J忍史的伝統をも 三社会C1く］分累によ って~じ成 し，主として特産品の生旅な行tc;.

うもの

2. ―現代髯！産地」：伝統型産地から発展したもので，祈及術の尊入，糾没の変化に対応 して近代エ

業形態へと移行 したもの

3. ー地域集団型産地」：核となる説企業の地方進出などによって，糾たに集団を形成したもので，

¥..、わゆる脱部会塑のエ菜lil地もこ れに含まれる．

4
 

主と して大都市におし、て同 よび閃追企業が特定地域に集中して存在して

＼，ヽる見のi崖地

rj=i小企業庁が 1974年に行な った 調査によると， 腔地数は全国で 349産地で，内訳は，伝統塑産地

10冗現代刑i生地174, 地域集団刑祁地33,都市型趾地35であった

新潟翡日付には 15雌地あり ，伝統門産地 4 (加茂家具，小千谷織物，嵐沢織物，五泉緑物））現代型

flt虞：地10(佐渡みそ，亀田狐物，見附励物，栃尼緑物，加茂織物， --1-日lllJ織物， メリヤス，見附メ

リヤス，燕（ー・ト1t¥器，三条作業工具），地域集団見産地 1 (柏I崎恨械金）属） である． 燕のハウス ウニア

ーは， 1976年の出荷数がYri灼器の 434億円に対して， 282億円に も迄 しているのに坂りあげられてな

し、のげ、， 附地産業の定義があ t、ヽまし、なのと ， 悉皆閻査ではなし、らしし、ためであり， 1976年の謁査で

は全国のJI位地は 322は減ってし、る

を ~ rJ,1翫指向閏」と／輸出指向盟」（輪出率10%以上）に区分すると， 全国349j.産地は235:

114でJ ほは 2: 1 O)};:IJ介である．新潟県 1プ、」ては燕の土）属洋食器，三条の作業工具，栃尾の合繊織物

が愉出指1月見である．韮地I崖菜，あ るし、は地場附菜と呼ばれるものの成立没囚を考えると，次の 5つ
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ー

に分けて考えることができる．

史的な伝統による製晶技術の継）頂性．

．凧土・水• 原材料。日然l11く）立池条｛牛． 

．
 

り
と

3
 

で， 工租の によって魯Ill分化してい

る

4. 製晶一ー•―主として i肖費材で趣鬼坦向の対象となる

ふ 尻慟ー一、一域 1人」農i:;j労慟カ・家放労働力を主休としてし、る

さ九てし、る．

ら

．
 

さ

ス3

笈質娑囚として， 経済虞虞 4' 社 2の合計 6に分けて考えることができ

の出此原材料の変革，生四万式の変化．

2. ク］桐¥i,fij給変化ー一一労慟）］の不足， f'LC!>.上昇，労慟資質変化，高学屈労慟者の附1111.

3. T贔妻::1竹;;四—―--ffi費水灼［の 1月」ー:, %汀隻の多ば化，而品ライフサイクルの短縮，流通恨構の変化．

・［ 国鬱化び）迎 IIビー—資本・貿易の白山化) q『忍の（共ゲ，外川製品の i/喩入 l府）~II, 面外由島の変化．

ふ 公',i;=H:り出

6 胄1;1l1化り直）J斐

，公,t::防止コスト，

の過密化， 省1い1汀怜辺の変化， の変化．

こ汀らずべてが燕の広し、心吠ての；、［：

土り:t, 11, Ill, lY 1、;-;:ての分析~を叫して， とく

えてし、るわげであるか，給化的に唄日を羅列する

として，次の 5}、厄を結諭1'1りにあげ、るこ

Ir: 
こi)'

イ、.':;- . プ

lヽ（二<~

ー． 
り11―[技術と

の闘人の扱ってきた和釘.Jir'」．銅岱。矢立。煙笠加工怯佑ぢよび若干の

貪め亡責本は，製介］の転換ば、みられてら，一貫して泣九ているもの

の価伯は高く，ー沖価ずるし，丈はその技術水準そのらのが地場性菜 0)唱ーのよりどころ

てあら」とまて＼ヽって＼、る 作ってし、る製叶介や材料が絶えず変っている方が多¥..'. 燕 0)勘合にも鉄→

銅→ステンレスヘと材nも変転してし、る

2. 間Iiぶ乞11心とした

和釘の位）闊には三翫惰人の開拓してあった流通祖狐に棗って製畠が流れ，材料か入手できた．やが

『l身の間）玉0)丁こに移ったが，燕物崖、などのJI『地間屋の阪｛烙l}fl拓と］り『製晶l州兒にかけた努力，

との人化）閃係なしには，翌(~it堺やハウスウニアー

の開か九土在祖j;lllJ

中ノ「lJ 11沿＼，、の）II湛てあり，パ斎由がIHJかれる部印であったことは，ある

えられなし‘•

の阪路と と労慟

力を 1人j包してし、たことか行］」な条付であっこ銅・飲・ステンレスなどの入荷に中ノロ）II水迎が使わ

れて＼、た

4. )HJ辺水田 を置＼，ヽ之安価次労闘力



G2 

水田机作だけでら，

1回の収入の水田地昇『にあっては安くても魅力ある現金収入源として，笠）属加工業は受け入れられて

きこ部『JJは余剌労罰力をかかえる良いを必衷とし，農月は現合収人と交l祭の場としての部iliを必要

とし）部『Jj農甘の共存共索閃係が成り立ってし、る．

5. 

日木

の

会

し」

られてし、る、噸の

人文地］唱学飢先

さ九て＼ヽるので，余尉万罰力を安(Dfiしこ工業に吸収でき）〈平

術水渕¥0)凶さ

として，①教育水準：の高さ，

よる袖立0営0)粕神，

にも， 11:1パ十几銀行（現北慇銀石）

③礼

などがあげ

の田野三仁術11ljの厄

切攻先見的貸付げと，後年の協朱 介の危＼戊衣ど， からの指噂力の忍11作さがあけら九る

至
新
渇

第12図 撫冗業団地



乳怜r/Tiこ詞｛］る((:『叫闘[ (iり~：々木） 63 

ま化，フ A ーク。スプーンの訊『「Jl!lにそれを可記（こし，

11! り0)I', ・りさ力；

，，ぞれを具休化する亡ぷら□1バ]Ii『二つくられた

, 1、)『i夜・靡分じんの ：．大公丁冥とLtじめ，

甫釘地の西方 2km,

てし、る

・ハウスウニアーとら

う左ども

て，飲とクロムとの峠介Jtによって＼ヽ7うし、ろi;cステンレスがてきる

レス ;;J:};3クロムと 18クロムのステンレスてある． この

たも 0)て、ある 一~情ltf~こ，クロムの

ルを食nしfこステンレスも応り， 18-8クロム、 18-10クロムと

をしめてし、る ステンレスより：;:、鉄＋クロム＋ニッケルの合金の方がより

り） メノ辻二，:し~-t 1) n食料：：二7ーゾゲ／しンと合ま立 1ヽヽ 0)

ロムステン＇ンス：主「 11条乃i1i1' 18--8ステンレス！主

ばれる I〗［さ :S~1:s mm 。)

銅・il~1 、: 7, デンレス・ II

飢＼、 :L,nし力、してぎ／左＼、） 匁どヵヽ ら 3カ）］

::IT1Jl r古も附，いており， これ／らしうン一］、ノミー` を

:2 mm J')、 1,• l ,Jill', 亨；'.ふ、 0.6~0.8mm1へ'Lの

る. jオtHJ:i(,J ~ ノじ(t、

り』、9リメア

ってし、る. 1948年に兄尼し

大叫ill

マ•＼， 

急 ・I!

11ーとスケールメリットと

1966 

ステンレス

げられてぎた．拉術化）九面の、ぎイント（土，

いる．それに 1叫名とも研磨技術の

11 

、フィリッピン訳ど

ての/1lfi1各ランキング［ふウヽ ， 低価格のものから

又・~ 地元燕の

n□延し，

である

f' 
'J 

先行する口~召・条・［ミ11(,j紅どill隣 0)

と

・大Wi1製鋼

て，銀。洋白・

（シニアーは 5

ナーと tって＼、る rj噌叶各晶分野、こ日本製扉1vtITi.:送を匁してきたが， この分野ても

・合湾の低級品の間こはさま九て

；ンミニウム製・カラス髪，陶磁岱製・プラスチック ・木製晶など他、『重材料の製晶と

な、長イントである ステンレス

ふ-
つ/'-..

'といらって，凰j反

l:ll] 

。鉄・白銅 ・真ちゅ

さ九る力‘ヽ ＼銀以外：］＇、メノキをして仕上げてし、?:'.> • ステンレスと［］鉄とク lコムの

よく位）］］されるステン・

パー七ントで宍わし

高し刈圧ど良質の机料とさ九て＼ヽる． クロムのぼかにニッケ

るものは， クロムとニッケル

¥、. 13クロムステンレス

に）］］＼ヽ られる これ，らの材拿Iし］：ソートバーと呼

I I)・ 愛知製鋼 。日糾製

応し、か耐久性と光沢の美しさがセールス玉ィント

） 
/ 
‘一

の村阻` ［て応

18ク

で， 60cm 

よって五闊的に、;iって，＼る

にfj:、1.8~3. 5 mm, ノ、ウスウニアー）月｛こ［文

したり， 洵外へ輪出してし 、

出1戸］となってし、る

日本→アメリカにJr)、］メー

＼、上

し！こ，ぷ物て1ごしぼりにある， とし、われて

の他こ，ア

がより

る

VI おわりに

こ) ハウスウニアー 由を で結論化）に検討` した． のアメリカの諭入

との まった時鳴）］でもあった．バイヤーは 500吐以上らある小

300社の II/]き） には多数 PPき，

の極限まてIll]<, と＼，ヽう鼠li格決定槻1'情が， のこれま としての価格競

珀力を万えてきた
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1969年以降の設仙近代化，工業団地への進出で靡地全体で百数十億円の借入金をかかえ，財務体質

は極めて弱くなっている. 1977年夏以降のド］高傾向で，取引はと tこえ， 1ドル240P=.lにもなった1977年

末には，あれはど工程からエ租への半製品輪送の小嬰トラックの車屈湊してし、た燕の町は1呆l古

ような青りけさで， ジ、ノト為替柏場の安定を耐の一字で行って＼，ヽる吠應である．相易さえ安定すれば）

それなりの高緑贔＼を中心とし亡取引が始まるはすであるとの具．）］待をもっている力＼多くの注文かコス

トか安く，大規模ーー『［メーカ

ールなどの車純｀なものとばし、え，愉出

明治紐：新と＼，ヽう黒船，文明rm化と」支術伯祈，

を，材質や製品の厄朕て切り抜けてき

・台湾へ逃げてしヽる．ハウスウエアーに全っては，柑

1人」由場にま してきている

アメリカの諭入説11』と卜）レショックとし、う危機

今ま亡「]i¥心と の加し、上げの前に転期に立ち

向ってし、る． ては， カーフミラー，アルミザッンの加工， 白動車ハンドル，ステンレス裕

槽， カラス r::1, コンバス，防火］ヽ、アー，

の伝換~、よみら九るものの，ク〗土休 11』と

かし，歩んできた）圧史からみても，

よう

ゴJレフクラブ， タイプライクー， レバー， ヨッ I、金具などへ

左包含し ！主王ってし、ばし，＼．し

てし、ると＼，＼え

としてのj/i (1976年， 42エ鳳 出荷各且 6.6 (巴I―']), 銅岱 (10工島），奥附↑↑ (1二l口場と孤立ll版

人数人）などら， 各柾小飢生庁の特色を生かしながら， 今日にまて存在してし、る

洋食］器，ノ、ウスウニアー

イギリスの She伍elcl

れてし、る She伍elclは

たが， 今 I]そ九らがts:.< itってら

てらあり，共生」冑仔立として存紐してし、る

としてドイツの Solingen, 日本の二¢召条ととらにjlt弄的：こ知ら

に利）廿し， 五くの研磨石か利）月されて立地の必然1化があっ

て＼、るの (geographical inertia) とか

(geographical momentum) と呼はれてし、る． 他方， イギリス Coventry O)航空機忙

亡主たまギルトの間約の辻＼，、 Coventry ✓ "-フランダースの絹凰翡炭人 として什又付き，リ

ポ‘ン り，やがて 1;1ら『F製し， 白
,,-ヽ,.、
,~1よって をつくり， 次には (l動車をつく

り， 0)ちに つくり出したのてあるが， これは歴．史的｛昌慇性 (historicalaccidents) と呼ばれ

て＼，ヽ ~S. Coventry る くなかった． たま fこま そ九臼身

しようとする

あっても ("j物喜人のキッカケ fjり 、駕農家などによる 11且然の場合が応とんどて，必然性はtr

＼，ヽ 可予付を」『った地域：土たくさんあっ亡わけである それゆえに，地域庄業の発生のJW.1打を

ることはあまり立味が立く ，むしろ抄続存綺して＼ヽる］］［山［ここそ，地域的，心抹かある

ら，充~l旦化、｝然てあってら，存続してきた J~_H El」に） l」本的近Utn:JJ量闊家1人」工業や，

刀ピに収入祖直（呆のための部叶叫且ヽ」1及lf系， 地縁ltJ家放(1く）元砧下頁『生訊札＼氾， 高し、 j鳳：J'IJlJ発怠欲と炒勉

さ，水IIIJJ1と業に支えられ亡低1~'. 合心どの疫囚が，工業を持紐させてきたらのてあることがわかった．

木研究げ］文凰；省-fl学：飢究費補助金総介研究 (A)' 研究諜四「地方都由の成立認よひ発展の地域(Iり晶盤に関

ずる飢究」 （代表げ］！『史男・，，鼠屈后り138027) の一部である．｛叶究に1葛又、し，池市役所， I]本翰：_11, 金）属汀食器組

合， 日本i¥扉］出念属ハウスウニアー□L闊糾介，凡韮物）危など多数のこ協力をえた. f-jじして感訓の認を表したい，
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A Geographical Analysis of Tsubame: A Town of Cutlery 

Industry in Japan 

Hiroshi Sasaki 

Tsubame is so famous for its cutlery industry as Solingen and Geislingen in Germany, and 

Sheffield in Great Britain. Ninety percent of cutlery used in the country comes from Tsubame, 

and 80 percent of cutlery produced jn the town is exported to foreign countries. 

r『subameis located jn the middle of the Niigata plain, one of tl1e largest alluvial plains in Japan. 

Paddy fields account for 73 percent of tbe town area (39.92 square kilometers), and the built-up area 

accounts for 17 percent of it. 

In the seventeenth and eighteenth centuries, the town produced Japanese neil, file and rasp, 

hiseru (tobacco pipe), and such copperware as vase, water jag and kettle. Farmers were engaged in 
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these industries as their side jobs when agricultural lands were damaged by occasional floods of the 

Shinano and Nakanokuchi rivers. Tbe cutlery industry of Tsubame did not begin until 1914 when 

cutlery industry in Europe was severely damaged clue to World War I. 

I p . . opu!at10n and occupational structure 

In 1954 the town of'『subameconsolidated the three surrounding rural districts (Mura) and be-

came a city (Sl1i). In the same year, the West Tsubame raihvay station was opened. The West 

Tsubame Industrial Estate was built in 1966, and a new bridge wns b叫 tover the Nnkanokuchi 

River in 1971. 

Population density in Tsubame (l,084/km~) is more than three t1mes that in cJapan (301/kmり，

Tsubame has a population o『43,265in 1975、 58.3% of employees is engaged in manufacturing 

rndustries, only 14. S⑰ 1n agriculture. Almost all industrial wor-lrn are family worts with one or two 

family workers, and these small works belong to larger ¥vorks under the: subcontract system. Small 

family woTks as subcontractors grind knife, spoon ;rncl fork. Larger dinm:nvarc makers let the 

work to subcontractors. 

II. Structure of cutlery industry 

Arnong 1961 cutlery makers, 汎]mosthalf of thern are jn metal grinclin自. The rest arc dinnerware 

making (],J/;,~ ふ houseware making・ (8りり）， punching・ and pressing・ (:3°;)). Espccinlly metal grinding 

works are privately owned and dinnerv.rare works are incorporated. According to o叫）ut from 

rnanu「acturingindustries, cutlery making・is at the top, 26. 4°<) of the tot叫叩iputfrom industries. 

Tron, steel, and non-ferrous mcta1s 25. 9%), hous2ware U. gc;;;), macbin2s 1 ;3. 9⑰ metal 

only :3. 5%1-'『hismeans, metal grinding has the lowest pn)ducしivityper Iabon::r. Dinnerware 

rncta1s are gTinclecl in small family works by 2. -'1 workers on an avcra旦e. Metal grinders arc the 

base of well-known Tsubame cutlery industry. 

Cutlery in a narrow sense means knife, fork ancl spoon. They are made in largci、 125(1:3. 9(%) 

works ¥vith 11. 7 ,vorkers ('27. 5~ り） on an average and produce :340 million yt::n in 1974. Iron, steel, 

and nonferrous metal jnclustric-!s have only 29 works (1%, of total works), but they produce 25.9% 

of total output of the town. They supply metal dinncnvarc make1・s with raw materials (stainless 

steel). Industries associated ¥vith metal dinnerwares are developed, making timer and paper boxes 

for shipn,ent of dinnerwares. :l¥1etal dinnerwares (knife, fork and spoon) are made in 21-24 

nm king processes. La「germetal dinnerware makers have their own market; and have agents in 

Tok:,'O, New York, and so on. They make frorn nnv stainless steel to golden knife, fork and 

spoon, but form out the troublesome processes as rough grinding, filding, finish polishing, pressing, 

welding-to smaller subcontracton. 

A sample industrial ento1・priso }{, not only produces metal dinnerwares and housewares, but 

also sells them. He exports about lrnlf of production to about 50 counti・ies, such as USA, Canada, 

Great Britain, Austra1ia, ¥Vest Cerrnany, Sweden and so on. The rest is so1cl for domestic use. He 

has about 1000 ag-ents in Tokyo, Osaka, Nagoya, Sapporo and Fukuoka. 日efarms out the processes 

of grinding・, welding-, and g-ildinと;to 60 subcontractors, 40<j(, of which work mainly for K. Mother 

enterprise K transport half made wares by small trucks from a contactor to next process contractors. 

Ninety且vepc『centof Japanese metal dinnerwares are produced in Tsubame, and the rest five 

percent in Seki jn Gifu-ken (Prefecture). Nearly 80<½, of products is exported to about 100 countries. 

Typical flow of metal dinnerwnrcs is as follows: 

subcontractor---—• larger maker~---~trade company--, forei廷ncountries 

small maker -,  wholesale dealer-----------~-- -,domestic use 

Lar区ermakers have their own departments for selling, and sell products direct to buyers 

Tsubame has facecl keen export competition from Taiwan and South Korea in the markets of 

USA. Tsubamc bas made a great effort to make hi砂erquality. Prosperity of metal dinnerware of 
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Tsuha.me depends on the long technical tradition of metal processing, marketing routes, and cheap 

labor「Ol訳:ecesfrom the neighbouring rice producing areas. 

III!. Ne・w dinnerware industrial estate 

Jn a .small built-up area of Tsubame, there agglorneratecl 3、000very small dirty family works of 

different processes of rnetal industries. On the narrmv roads in the tmvn appears the congestion of 

traffic. 1t is quite difficult to distinguish dwelling houses from workshops. Noise, water polution 

ancl pcl¥-vder dust are the tbree larg・cst public nuisances (Kogai) in Tsubame. Since 196G, I¥'cw Indus-

trial Estate for Dinnerware-making has been b叫 tby national, prefectural and town goverments, 

on 2km west of the built-up area. lt extends 3. 5km from nortl1 to south, 1. 5km from cast to west, 

area of 709,30211仔(70ha),which is divided into 9 estates (smithy, grinding, gilding, packing, trans-

port, ...). Rice fields are converted to industrial estates, and farmers g・et income more from 

industrial wages than from cultivation. At 1km east of the built-up area the interchange of 

Autobahn and the station of New Railway (Shinkansen) will be open in several years. 


	0195
	0196
	0197
	0198
	0199
	0200
	0201
	0202
	0203
	0204
	0205
	0206
	0207
	0208
	0209
	0210
	0211
	0212
	0214
	0215
	0216
	0217
	0218
	0219
	0220

